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１.はじめに

本論では，新規に開発・公開された日英二言語コーパ

ス検索サイト WebParaNewsを利用した英語授業にお

ける文法学習と指導の実践的方法を報告する。

コーパス検索から得られた用例を見て，学習者自身が

語彙や文法の規則性を発見して学ぶ帰納的な学習方法は

データ駆動型学習（Data-Driven Learning :DDL）と言

われる。DDLはこれまでになかった学習方法で，新しい

言語学習の手法として効果が期待されている。

しかしながら，我が国で，英語授業にコーパス検索作

業を取り入れようとすると，コーパステキストの難易度

やコーパス検索ツールの操作性の問題等があり，英語授

業への導入は進んでいない。

それに対して中條らは，2004年以降に日本人学習者の

ための工夫をDDLに加えた上で，一般英語授業でDDL

を用いた指導実践を行ってきた（Chujo，Anthony，

Oghigian&Uchibori，2012；Chujo，Anthony，Oghigian

& Yokota，2013) 。こうした実践成果を踏まえ，早稲

田大学のLaurence Anthonyを中心に，多言語DDLの

推進をめざして，操作性を重視した多言語コーパス検索

エ ン ジ ン AntWebConc-Bilingual を 開 発 し た

（Anthony，Chujo & Oghigian，2011)。その後，この

検索エンジンを利用して，著作権の問題をクリアした日

英新聞記事対応付けデータ（内山・井佐原，2003）を検

索できる WebParaNewsが，早稲田大学のLaurence
 

Anthonyと日本大学の中條清美によって開発され，無償

公開されている（中條・アントニ・西垣，2012）。

WebParaNewsは，教師・学習者向けのWeb検索サイト

であり，Google検索のように，検索語を入れるだけで検

索結果が得られるよう操作性を重視して開発されたもの

である。

本稿の目的は，コーパスを利用したDDLの普及に向

けて，WebParaNewsを利用した大学初級レベル英語学

習者対象のDDL指導実践について，特に WebParaNews

の機能と使い方，そして WebParaNewsを利用したDDL

タスクの実例を報告することである。

WebParaNewsを利用したDDLにおいて指導する言

語形式は，Uchibori，Chujo&Hasegawa（2006)の結
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果に基づいて，英語コミュニケーション能力の養成に有

効であることが検証されている「名詞句構造」と「動詞

句構造」とした。指導目標の重点を，名詞句・動詞句の

仕組みを理解する能力とともに，文中に存在するまとま

りとしての名詞句・動詞句を認識する能力の向上に置い

た。授業では前期に名詞句を10回，後期に動詞句を10回

の計20回指導した。シラバス・デザインの詳細，名詞句

構造の指導タスク，および，具体的なDDL指導手順につ

いては，中條他（2011）と中條・アントニ・内山・西垣

（2013）に詳述されているので参照されたい。本稿では

中條・内堀・西垣（2011）で報告したペーパー版DDLタ

スクをWeb版に発展させた，動詞句構造の指導に用い

るDDLタスクを主に報告する。

以 下 で は，第 ２ 節 に お い て，フ リーウェア

WebParaNewsに実装された機能とその使い方について

具体例を挙げて述べる。第３節は WebParaNewsを利用

したDDL教材として，動詞句構造の指導に使用するタ

スク例を示す。第４節はまとめであり，WebParaNewsを

利用したDDL指導実践の教育効果を報告する。

２.WebParaNewsの機能と使い方

WebParaNewsはhttp://www.antlab.sci.waseda.ac.

jp/webparanews/にアクセスするか，あるいは Fig.1に

示す「WebParaNews」のインターネット検索で最初に得

られる検索結果をダブルクリックすると，Fig.2の

WebParaNewsの初期画面が現れ，検索作業が可能とな

る。

検索したい語句（検索語）を，Fig.2のマルで囲った検

索ボックスに入力して，Searchボタンをクリックするか

Enterキーを押すと，Fig.3に示したような検索結果の

画面が得られる。Fig.3は，“lawyer”の検索結果である。

“lawyer”を含む英文の検索結果が，画面上半分のTar-

get Corpus画面に10文表示される。また，それらの英文

に対応する日本語文10文が，画面下半分のReference
 

Corpus画面に表示される。

WebParaNewsでは，Fig.3に示すように，検索語を含

む英文とそれに対応する日本語文が一画面に表示される

ので，英語と日本語の文例を対照させながら学習するこ

とができる。Fig.3のような検索語を画面中央に据えた

英文の表示形式はKey Word In Context (KWIC)と呼

ばれる。また，検索結果の画面はコンコーダンス画面（コ

ンコーダンスライン）と呼ばれ，学習者はKWIC形式で

表示されるコンコーダンス画面を観察することで直接

コーパスに触れ，複数の実例を観察して法則を見出し，

帰納的に言葉のルールを学ぶことができる。

研究者を対象とした一般的な検索ツールと異なって，

WebParaNewsは，学習者や英語教師の要望に応えて

ユーザビリティを追求し，ワンクリックで検索結果が得

られるようになっている。その結果，教育利用に焦点を

しぼった機能のみを備えている。Fig.3に示すデフォル

ト設定（標準的な動作環境を想定してあらかじめ設定さ

れている状態）で，十分に一般英語の授業に対応可能で

あるが，さらに加えて，Fig.3画面に①から⑦に示す，①

Target  Language，② Sort，③ KWIC View，④

Database，⑤ Sampled Hits，⑥ Keywords& Show，

⑦ HITの機能を利用することで，より詳細な検索設定

が可能である。これらの機能について，以下に詳述する。

2.1 Target Language：検索コーパスの選択

WebParaNewsは，英語と日本語の二言語コーパスを

搭載している。Target  Languageのラジオボタンを

Englishあるいは Japaneseのどちらかに設定すること

によって，Target Corpus画面とReference Corpus画

面に表示する言語を選択できる。

Fig.3のデフォルト設定ではTarget  Languageは

Englishが選択されており，英語の検索結果がTarget
 

Corpus画面に，それに対応する日本語の検索結果が

Reference Corpus画面に現れる。Fig.4ではTarget
 

Languageを Japaneseに設定し，検索語を“弁護士”と

した検索結果を示した。Target Corpus画面に日本語の

検索結果が，Reference Corpus画面に英語の検索結果が

現れる。

Fig.1 Screenshot Showing a Google Search for

“WebParaNews”

Fig.2 Initial“WebParaNews”Screen
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2.2 Sort：並べ替え

WebParaNewsでは検索結果を観察しやすくするため

に，検索語および検索語の左右の語をABC順に並べ替

えるソート (Sort)機能が付いている（Fig.5）。検索結果

の表示順序を，検索語から左右８番目の語まで，第１

（Sort 1），第2（Sort 2），第３（Sort 3）の３つのソー

トキーごとに，優先順位を指定することができる。

デフォルト設定では，Sort 1が CEN（検索語），Sort

2が１L（検索語の左１語目），Sort 3が１R（検索語の右

１語目）に設定されており，Searchボタンをクリックす

るとその優先順位にしたがってソートされた結果が表示

される。検索前に，出力したい優先順位を設定しておく

と，指定した表示順序に並べ替えられた検索結果が得ら

れる。また，一度出力されたコンコーダンスラインに対

して，新たにソートの基準を変えてSearchボタンをク

リックすると新たな表示順序に並べ替えることができ

Fig.3 Screenshot Showing a Search for“lawyer”

Fig.4 Screenshot Showing a Search for“弁護士”
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る。Fig.6は並べ替えの基準を，いわゆる右ソートにし

て，検索語を中心に右側の語をABC順にソートする

「CEN，１R，２R」に指定した場合の検索結果画面を示

す。Fig.7は左ソートにして，「CEN，１L，２L」を指

定してソートした検索結果画面を示す。

2.3 KWIC View：検索結果画面の表示

WebParaNewsのKWIC画面（検索結果画面）の表示

は，デフォルトのParallel表示の他に，Scrolling表示を

選択することができる。検索結果が大量にありパソコン

の一画面の表示域に収まらない場合，Scrollingを選択す

ると，Target Corpusと Reference Corpusの表示域が

一画面に収まるように表示される。カーソルで指し示す

Target Corpus上の文と，対応するReference Corpus

の対訳文がハイライトされながら，画面上に同時にス

ムーズにスライドして表示される。

2.4 Database：日英新聞パラレルコーパスのサイズ

WebParaNewsで使用している日英新聞パラレルコー

パスは，1989年９月から2001年12月までの読売新聞と

The Daily Yomiuriから自動作成された日英新聞記事

対応付けデータ （JENAAD:Japanese-English News
 

Article Alignment Data）であり，情報通信研究機構と

の知的財産利用契約に基づき一般公開用に有償で公開さ

れたコーパスを使用している。

WebParaNewsで検索する日英新聞パラレルコーパス

のサイズは，news corpus fullあるいは news corpus

1000のどちらかを選択できる。デフォルトはnews
 

corpus fullに設定されている。news corpus fullは，英

語・日本語各150,000文のパラレルコーパスであり，

news corpus 1000は，英語・日本語各1,000文のパラレ

ルコーパスである。例えば，名詞 occupantなど頻度の低

い語を検索する時には前者が適切であり，定冠詞 theな

ど，頻度の高い語を検索する時には，後者が有効である。

2.5 Sampled Hits：検索結果の表示件数

WebParaNewsでは，検索結果の表示件数を５文から

500文まで，５，10，20，50，100，500の６通りの中か

ら選択できる。デフォルトでは10に設定されている。例

えば，envelopeをhead nounとする名詞句などを丁寧に

観察したい時には，５文，10文のような検索数を絞った

表示が適切と思われる。一方，organizeの変化形や派生

形を観察する時など，生起回数の少ないものも出力した

い場合には，50文や100文など検索結果の多い方が多様

な例文が現れるので適切であろう。

なお，日本大学の2011年の指導実践の終了時点におい

て，学習者に目標言語形式のパターンの観察に適切と

えるSampled Hitsの表示数を尋ねたところ，学習者の

68％が10文，23％が20文，６％が５文，３％が50文と

答えた。WebParaNewsのデフォルトの10文の設定は，

このような学生の要望と画面の見やすさを 慮して決定

した。

2.6 Keywords & Show：訳語のハイライト表示

WebParaNewsでは検索語に対応する訳語をハイライ

トさせることができる。まず，Fig.8でKeywordsが

Yesになっているのを確認し，マルで囲った部分の

Showの右側の「＋」をクリックして，検索語 lawyerの

日本語訳の候補を出す（クリックすると「＋」は「－」

に変わる）。Fig.8のマルで囲った部分のように「弁護士」

と「弁護」をクリックしてハイライトさせる。Searchボ

タンを押すと，Fig.9のように，Reference Corpusの日

本語文の「弁護士」と「弁護」の部分（Fig.9 のマルで囲っ

た部分）が赤字で表示される。Show機能を使う際には，

Sampled Hitsの数を多く設定した方が，精度良く対訳

候補を表示することができる。

2.7 HIT：検索結果の編集機能

WebParaNewsでは，教師向けの機能として，選択した

検索結果を削除できる編集機能がある。このような機能

は授業で使用する際に，学習のポイントを明確にするた

Fig.5 Three-level Sort Function of“WebParaNews”

Fig.6 Three-level Sorted Results（CEN，１R，２R)

Fig.7 Three-level Sorted Results（CEN，１L，２L)
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めに，精選したコンコーダンスラインのみを印刷してハ

ンドアウトを作成する際に有効である。

Fig.10に示すように，検索結果のうち削除したい行番

号の左の□をクリックすると，Target  Corpusと

Reference Corpusの両方に□×が付く。選択が終了した

ら，Fig.10に示すTarget Corpusの左上方のHITの左

側にマルで囲まれたごみ箱のマークをクリックする。す

ると Fig.11のように指定したコンコーダンスラインが

削除される。

2.8 その他の機能

ワイルドカード：検索語句の入力にはワイルドカード

(wildcard)と呼ばれる特殊記号を利用することができ

る。「 」は任意の文字列を表し，例えば，as asと入力

すると，as early as，as far as，as well asなどを検索

できる。また，Fig.12のように，lawyer と入力すると，

lawyer，lawyers，lawyers’など lawyerの変化形を一度に

Fig.8 Selection Box for Highlighting Keyword Translations

 

Fig.9  Highlighted Keyword Translations in the Reference Corpus

 

Fig.10 Editing Concordance Lines by Selecting and Deleting Items
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検索できる。

ハイライト：Target  CorpusあるいはReference
 

Corpusのコンコーダンスライン上にカーソルを置くと，

対応するReference CorpusあるいはTarget Corpusの

両方のコンコーダンスラインがハイライト表示される。

全文表示：Target CorpusのKWIC表示では検索語

の文字列を含む１行のみが表示されるため，多くの場合，

文の両端が切れて表示される。１文全部を見たいときに

は，その行のコンコーダンスラインをクリックすると，

その英文の全文がコンコーダンスラインの下に表示され

る（Fig.12のハイライトされた部分）。

３.WebParaNewsを使用したDDLタスク：動

詞句構造

本節で報告するDDLタスクは，通年授業の後期，動詞

句構造の指導の際に使用された10ユニット，すなわち，

(1)他動詞と自動詞，(2)授与動詞，(3)動名詞，(4)to不定

詞，(5)that節，(6)受動態，(7)副詞，(8)形容詞，(9)不完

全自動詞，(10)beと haveである。各ユニットで用いられ

るDDLワークシートには，DDL検索学習活動で使用さ

れるおよそ５～６個のタスク例が示されており，学習者

がパートナーと相談しながら，協働してDDLを進めら

れるように構成されている。

Fig.11 Results Window after Selecting and Deleting Concordance Line Items

 

Fig.12 Full-sentence View Feature of“WebParaNews”
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DDLタスクでは，英語初級レベル学習者の学習負担を

ある程度軽減し，より多くの種類の動詞句の実例を観察

できるように，WebParaNews検索結果のSampled Hits

の数を５に制限したものが多い。学習者が実例を丁寧に

観察して，１種類目の実例だけでなく，同じ言語形式の

２番目，３番目の実例の観察からも，目標言語形式に共

通する原則やパターンを見いだせるように徹底して導く

ためである。

誌上で，タスクの概要を示すには，学習者用ワークシー

ト，Web検索画面，解答の入ったワークシートの３点を

掲載することが望ましい。しかし，本稿では紙面の制約

により，検索結果画面と解答例のみを示した場合，また，

検索結果画面に囲みや下線を書き加えることによって解

答を示した場合があることに留意されたい。本稿に掲載

したタスクについて，パソコンを利用できない教室で

DDL指導を行う際は，検索結果画面を印刷したペーパー

版ワークシートを使用しても同様の効果が得られること

が報告されている（Chujo,et al.，2012） ことを付記す

る。

WebParaNewsでは英語のコンコーダンスラインに並

行して日本語のコンコーダンスラインも同時に見ること

ができるため，学習者は，未知の語句に遭遇したり，文

の意味が不明な時には，日本語の意味も確認しながらタ

スクを進めることができる。しかしながら，紙面の制約

により，本稿に掲載したWeb検索画面には，日本語部分

は含まれていない。

3.1 他動詞と自動詞

Fig.13のタスク１)は acceptを検索し，他動詞の直後

Fig.13 Exercises from Unit 1:Transitive and Intransitive Verbs
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には名詞句を目的語として伴うという原則を見出させる

ことを目的とする。学習者は，前期に「限定詞＋修飾語

句＋名詞＋後置修飾語句」という組み合わせで様々な名

詞句構造が英文に出現することを学習してきている。こ

のタスクでは，学習者がこれまで学んできた名詞句が他

動詞の目的語として補部の位置に出現するということを

実際の用例の中で認知させ，名詞句等が文の中でどのよ

うに現れ，どのような機能を果たしているかを確認させ

るねらいがある。

Fig.13では紙面の都合により acceptの検索タスクの

みを示したが，実際のタスクでは，続いて，buy，provide，

protect等の検索結果も観察する。なお，解答例の１つ目

のように，＜何を＞を見つける際に，KWIC表示で右端

部分が切れてしまっている時には，学習者は該当のコン

コーダンスラインをクリックして英文の全文表示を確認

しながら書き出す。

続いて，タスク２)では happenを検索し，自動詞の直

後には目的語をとらないものの，多くは前置詞句等の時

や場所を表す補部（修飾語句）が現れるという原則を学

習者に見出させる目的がある。happen以外の例として，

実際のタスクでは，occur，exist，sit，die等の検索結果

も観察して，自動詞の直後に来る語句を繰り返し観察さ

せ，他動詞の場合と異なることを徹底させる。

以上のタスクを続けて行うことによって，自動詞，他

動詞の区別が実際の用例の中でどのように現れるかを学

習者に実感させる。各ワークシートの最後に含めたタス

クとして，「３)今日の学習でわかったこと，または，わ

かりづらかったことを書こう。」は，学習者各自がその時

間の学習内容を振り返りながら仮説形成を行うのに有効

である。また，教師が学習者の理解を把握することによっ

て次回の指導内容の示唆を得るのに役立つ。

3.2 授与動詞

Fig.14は，「二重目的語構文」と言われる２つの目的語

（間接目的語と直接目的語）を含むものが，実際の文でど

Fig.14 Exercises from Unit 2:Ditransitive Verbs
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のような構造となっているかを観察するタスクである。

この種の動詞群の直後には名詞句が２つ続いて現れると

いうルールを学習者に見出させるねらいがある。タスク

１)と２)では，物や情報のやり取りを表す「授与動詞」

giveの例として，１番目の目的語として受け取る人（受

理者），２番目の目的語として与えられる物（提供物）が

それぞれ名詞句で現れている。

タスク３)では，１)と２)で学習した動詞群はしばし

ば与格交替を許すことを示す。すなわち，授与動詞は二

重目的語構文の交替型として，提供物が動詞直後に来て，

受理者が前置詞 toの目的語として語順を後ろに変える

パターンも取ることができる実例を表す。

最後に，４)のタスクでは，giveを検索して得られる結

果として，受理者と提供物の位置が混在している実例を

示して，二重目的語構文と与格交替の構文の関係を学習

者に用例から理解させることを目的としている。４)の

１番目，４番目，５番目の例では giveの後に受理者，提

供物の順に，３番目の例では，提供物，受理者の順に２

つの目的語が現れ，２番目の例では，提供物のみが現れ

ている。

指導では，give（students/them）だけでなく，同様の

段階を踏んで offer (them)の DDLタスクも行って，give

と offerなどの二重目的語構文の理解を徹底させること

をねらいとしている。

3.3 動名詞・to不定詞・that節

他動詞にはしばしば名詞句以外に動名詞とそのまとま

りの形で補部を取るものがある。Fig.15の１)のタスク

では，学習者はそのようなタイプの動詞が実際に名詞句

や ing形をそれぞれ伴う場合があることを見出すこと

ができる。同様の動詞群として，finishの他に enjoy，

postponeのDDLタスクを行う。続いて，２)では，補部

として，to不定詞や that節を取るものがあることを実

際の用例に接して気づいてもらうことをねらいとする。

同様の動詞群として decideや expectのDDLタスクも

行う。

Fig.16のタスクは，Fig.15と同様，他動詞の中にもい

くつかのグループがあり，それぞれ補部として，名詞句，

動名詞，to不定詞，that節の可能性の中から，どれとど

れを許すのか，実際の用例に接して気づいてもらい，学

習者の知識を整理させるねらいがある。

3.4 受動態

Fig.17は受動態に関するタスクである。受動態では動

Fig.15 Exercises from Units 3-5:Gerunds,Infinitives,That Clauses
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詞の部分が「be動詞＋動詞の過去分詞」となり，また，

能動態で主語であったものが，前置詞 byの後に現れる。

受動態は中学・高校での既習事項であるので，受動態を

作るのに必要な語句を多くの用例を通して気づかせ，知

識を再確認することを目的とする。その他に，by前置詞

句はそれほど多く現れないこと，述部は助動詞から始ま

る場合が多く，助動詞には，may，can，will，mustなど

の「法助動詞」のほかに，「完了の have」，「進行の be」，

「受動の be」などの助動詞もあることを確認する（中島，

2006） 。なお，学習者に解答を示す際に用いるFig.17の

検索結果画面には，「be動詞」に四角囲みを，「動詞の過

去分詞」に丸囲みを，「by前置詞句」に下線を付けて示し

た。

学習者にとって WebParaNewsの英文の難易度レベ

ルが高いと思われる場合には，タスク２)のワークシー

トのように，書き込む部分を空所補充形式にして，学習

者の注意が受動態を作る部分に向けられるようにした

り，あるいは，コンコーダンスラインを印刷して，「be＋

過去分詞」に下線を引くタスクに変更したりすることも

可能である。

3.5 副詞

副詞は，動詞，形容詞，文全体を修飾する。ここでは，

動詞を修飾する副詞は必ず主動詞と隣接した位置に来る

という場合の副詞の位置に注目する。Fig.18のタスク

１)２)３)のように，always，sometimes，frequently，often

などの頻度や程度を表す副詞は，一般動詞の前，be動詞

の後に来ているという原則を実際の用例を通して気づか

せ，確認することを目的とする。タスクでは，主動詞と，

進行形や受動態などを示す助動詞との区別も見いだせる

ように導いた。なお，学習者に解答を示す際に用いる

Fig.18の検索結果画面には主動詞である，「一般動詞」と

「be動詞」に四角囲みを付け，動詞句の部分には下線を付

けて示した。

Fig.16 Exercises from Units 3-5:Gerunds,Infinitives,That Clauses
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3.6 形容詞

形容詞には，a tall buildingのような名詞句の中に現

れる用法（限定用法）と，The building is tall.のように

be動詞などの補部となって現れて述語になる用法（叙述

用法）がある。Fig.19のタスク１)では，形容詞がbe動

詞の後に現れて動詞句を構成している afraidの用法（叙

述用法），２)と３)では名詞句と動詞句に混在して現れて

いる comfortable，responsibleの用法を観察する。DDL

タスクでは，excellent，beautiful，popularのタスクも行

う。なお，学習者に解答を示す際に用いるFig.19 の検索

結果画面には，動詞句の部分に四角囲みを付けて示した。

3.7 不完全自動詞

be動詞や become，get，remain，stay，seemのグルー

プは不完全自動詞と呼ばれる（中島，2006） 。このグルー

プの動詞は必ず補部を必要とし，be動詞の叙述用法と同

じく，主語についての性質，身分，評価，状態などを述

べる。これらの動詞の後には，形容詞句，名詞句，前置

詞句が現れることに気づくことをねらいとする。この種

の動詞の後に現れる補部の種類を区別する Fig.20のタ

スクは，これまで学習者が学んできた名詞句構造，動詞

句構造の知識を総合して確認するのに有効である。なお，

タスク１)の５番目は文の前半を見ると，notの後に a
 

geniusが省略されているのがわかる。学習者に解答を示

す際に用いるFig.20の３)の検索結果画面には，補部の

部分に四角囲みを付けて示した。

Fig.17 Exercises from Unit 6:Passive
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４.WebParaNewsを利用したDDLの評価とま

とめ

WebParaNewsを使用したDDLの指導効果を検証す

るため，2010年から同一の名詞句・動詞句テストをプリ

テスト，ポストテストに使用して教育効果を測定してい

る。テストは名詞句・動詞句の境界把握認識テスト，

TOEIC文法セクション出題形式の名詞句・動詞句四肢

選択テスト，名詞句・動詞句部分英作文テストの３種類

のテストから成る。テスト問題の開発については，内堀・

中條（2010） を参照されたい。

本稿で報告したDDL指導実践において，指導開始時

（2012年９月）と指導終了時（2012年12月）に動詞句テ

ストを行い，その得点上昇量を調査した。動詞句境界把

握テストでは69.5点から84.5点へと15.0点の上昇，

TOEIC形式の動詞句テストでは47.1点から55.0点へ

7.9点，動詞句作文テストでは66.6点から77.7点へ

11.1点の得点上昇があった。学習者数が14名と少なく，

一部のデータ（動詞句作文テストのポストテストのデー

タ）が正規分布していなかったため，ノンパラメトリッ

ク検定のウィルコクソンの符号順位和検定を使って得点

上昇を統計的に検証した。結果，動詞句境界把握テスト

（ ＝2.33； ＝0.0202），TOEIC形式の動詞句テスト

（ ＝2.03； ＝0.0427），動詞句作文テスト（ ＝3.01；

＝0.0027 ）の３種類のテストにおいて有意な上昇で

あったことが確認された。テストの効果量は，それぞれ

＝.62， ＝.54， ＝.80となり，いずれも「効果量は大」

と解釈された（竹内・水本，2012） 。したがって，

WebParaNewsを利用したDDLによる動詞句構造の指

導は文法力の向上に一定の成果があったと判断した。

また，中條他（2013） で報告した2012年前期に実施し

た WebParaNewsの名詞句構造の指導において（学習者

は本稿と同一），得点上昇を統計的に検証したところ，名

Fig.18 Exercises from Unit 7:Adverbs
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詞句境界把握テスト（ ＝3.41； ＝0.0007 ），TOEIC

形式の名詞句テスト（ ＝3.06； ＝0.0022 ），名詞句作

文テスト（ ＝1.99； ＝0.0464）において有意な上昇で

あったことが確認されている。効果量は， ＝.88，

＝.79， ＝.52であり，いずれも「効果量は大」と解釈

された。したがって，名詞句構造と動詞句構造の両方に

おいて WebParaNewsを利用したDDLは指導効果が

あったと言える。

WebParaNewsは2012年８月に無償公開された後，本

稿で報告したような実践による教育効果が確認されてお

り（Nishigaki& Chujo，2014） ，今後，教育における

コーパス利用の推進に貢献できることが期待される。
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